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向こう3年間で約23億ユーロの設備投資を計画

· 2005年度は8億5千万ユーロの設備投資を予定
· 売上に対する研究費への投資を4%拡大（年間約1億ユーロ相当）を予定
· 若者向け職業訓練で化学業界に貢献―　ドイツ国内29カ所で約2,100名に対し38業種の技術訓練を実施
デグサ（本社：ドイツ　デュッセルドルフ）のウツ・ヘルムート・フェルヒト取締役会会長は、デグサの2004年度の好業績を振り返り、「厳しい市場環境にも関わらず、2004年は今後のさらなる成長のための重要な前提条件を確立することができた」と12月29日にデュッセルドルフにおいて述べました。

2005年は、組織能力のさらなる向上を目指すとともに、東欧、中国など、成長の著しい市場におけるデグサの位置付けをさらに高める機会を捉える戦略に重点をおくと説明しました。 
デグサは今後数年にわたり重点を絞った投資方針を継続し、2005年から2007年までの3年間に総額約23億ユーロの投資を計画しています。この金額は、事実上、減価償却費のレベルに相当します。2005年には約8億5,000万ユーロの設備投資予算を計上しています。そのうち、1億5,000万ユーロは、ベルギーのアントワープの第4メチオニン工場を建設するためのものです。なお、2004年の設備投資は、7億5千万ユーロ未満（見込み）でした。 
現在、最も重要であるプロジェクトのひとつが、アントワープの第4メチオニン工場の建設で、2006年までに総額約3億5千万ユーロを投資します。デグサは飼料用の必須アミノ酸であるメチオニンにおいて世界市場のリーダーで、2003年春には、ハンガリーにおける協和発酵の子会社を買収することにより、必須アミノ酸であるL-リジン、L-トレオニン、L-トリプトファンにおける地位を強化しています。
ドイツ、ヘルネにおける大規模な投資―　イソホロン製品用の新製造ライン
デグサは、すでに、2007年にドイツのヘルネでの稼働に向け、2004年11月よりイソホロン製品用の新製造ラインに関する基本計画に着手しています。溶剤としてのイソホロンおよびその誘導品を製造することを目的としたこのユニットは、数千万ユーロ規模の投資で、新生デグサ始動以来、2番目に大きなものとなっています。設計完了後、経営監督委員会の許可を受けた後、建設にとりかかります。
デグサは既に85%を超える事業内容において市場のリーダー的地位を保っており、この比率をさらに高めるよう努めています。たとえば、2004年には、中国の吉林大学との高品質ポリマーに関する提携について仮契約を交わし、これは同事業において重要なステップとなりました。

中期的な自助努力によっては世界で主要ポジションに立つことのできる可能性が低い業務分野については、戦略上の新しい選択肢も検討しています。当該分野においては、新しいオーナーシップ構造の下、最大限の成長を遂げ得る可能性を提供できるよう模索しています。具体的には、水処理および食品原材料に関する分野です。 
地域的成長市場における地盤も早期に固めており、中でも、東欧、中東、極東、および中国は戦略的に重要です。「2004年に中国での将来的成長の進路を定め、今後数年にわたり1億ユーロを投資するつもりです」 とフェルヒトは説明しました。
革新的な優れた能力を持続的に強化－　R&D投資を拡大

デグサのようなスペシャリティケミカル企業が将来も継続して成功するためには、革新的で優れた能力が決定的役割を果たします。デグサは、売上に対する研究開発費の割合を現在の数字と比較して中期的に4%上げる予定です。これは年間約1億ユーロの増加に相当します。
2004年には、研究開発費にかなりの投資をしています。例えば、6月にはドイツのマールでナノトロニクス科学事業センターの定礎式を執り行い、大学や産業の提携パートナーと協力して、革新的ソリューションシステムを開発しています。 2005年業務開始予定のこの新しいセンターには今後5年間で5,000万ユーロを投じます。
また、ハナウ・ヴォルフガングに今秋オープンした新しい触媒コンピテンス・センターでは、 2001年以来、約5,500万ユーロを投資しており、均一性・不均一性触媒やバイオ触媒の分野における専門知識を蓄積しています。
若者向けに職業訓練を実施―　化学業界への高い貢献
デグサは2004年に初歩訓練および高等訓練に多額の投資を行い、技術訓練見習い契約の人数を4%増加させ、約630人を達成しました。スペシャリティケミカル企業であるデグサは、ドイツ国内29カ所で約2,100名に対し38業種の技術訓練を実施し、技術訓練見習いの比率は7.6%になっています。これはドイツの同業界平均5.1%と比較して相当高いものです。この比率は、"Investing in the Future through Training" (Zukunft durch Ausbildung)（「訓練を通して将来に投資する」）　という団体協定の一貫として提示された要件、即ち化学品業界内での1.7%の増加を満たして余りある数字でもあります。
2003年のPISA（学習到達度調査）が示しているように、ドイツでは退学者が平均よりも高く、そのうちのほとんどは職業訓練を受ける機会がありません。フェルヒトは次のようにコメントしています。「学校教育が不適切であることを嘆いても何の役にもたちません。デグサでは、若者が訓練を受けられるようサポートし、化学業界の高い要求を充たしています」。こうした取り組みにより、技術のある若いスタッフを集め、デグサの将来を守る役割も果たしています。 
このグループでは、8カ月から10カ月の "Start in den Beruf" (Qualifying for Work) プログラム（仕事に適する能力を身に付けさせるプログラム）を5ヶ所で実施しています。プログラム実施場所は2001年／2002年に16カ所であったものが、現在71カ所まで増加しています。参加者の70%がプログラムを順調に終了し、そのうちの半分超がデグサの化学または工業のプラントの機械工訓練に参加する厳しい要件を満たしています。 こうしたやり方で、雇用者が新しい訓練の機会を提供し、不適格な若者を減らすことに取り組む訓練協定(Ausbildungspakt) においてデグサは貢献しています。 
持続可能な経営でトップクラス
デグサは、ビジネスにおいて持続可能な成功を収めるために経済、エコロジー、社会的行動の調和のとれたバランスが不可欠であると考えています。研究および教育への幅広い関わりに加えて、2004年1月には "econsense Forum for Sustainable Development of German Business" （「ドイツにおけるビジネスを持続可能に発展させるためのエコセンス・フォーラム」）に参加し、持続可能な経営に関し今年度もトップクラスであると認められました。 


デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約47,000人です。2003年度の年間総売上は114億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は8億7,800万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」‐本質を創造する‐それが私達デグサの仕事です。
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